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職業能力開発大学校(以下,ポリテクカレッジ)は,高校卒業者を対象とし,ものづくりを中心
とした産業界の高度実践技術者を育成することを目的として設立された厚生労働省所管の高等教育
機関である。
本研究では,ポリテクカレッジの中でも特に全国に2校しか存在しない港湾職業能力開
発短期大学校の学生を対象として,高校在籍時の学習に対する有用感を調査し,学生の高校時にお
けるバックグラウンドとその実態を検討した。 その結果,工業科や商業科など,専門学科の出身者
の方が,普通科の出身者に比べて,高校在籍時の学習に対する有用感を持ちやすい傾向が示唆され
たOまた,普通科に設置されているいずれの科目に対する得意-不得意意識も,高校在籍時の学習
に対する有用感には,影響を及ぼしてい年いことが示された0-方,港湾技術科においては,短大
で「物流」科目の内容を習得したいと考える学生では,高校在籍時の学習に対する有用感を強く感じ
る傾向が認められた。
しかし,「運転」科目の内容を習得したいと考える学生では,反対に高校在籍
時の学習に対する有用感が低い傾向が認められた。
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1. 問題と目的
本研究の目的は、職業能力開発大学校(以下,ポ
リテクカレッジ)における学生の高校在籍時の学習
に対する有用感を調査し,今後の授業改善に向けた
基礎的資料として,学生の実態を把握することである。
ポリテクカレッジとは,厚生労働省所管の独立行
政法人雇用・能力開発機構が設置・運営する高等
教育機関である。 高校卒業者を対象とした4年制の
職業能力開発大学校(専門課程2年+応用課程2年)
と2年制の職業能力開発短期大学校(専門課程2年)
に分けられる。専門課程の目的は,生産現場の技術・
技能に対応できる実践技術者を育成することであり,
応用課程の目的は,製品の開発・生産工程の構築等
に対応できる生産現場のリーダーを育成することで
ある。このうち筆者の勤務している港湾職業能力開
職業能力開発
発短期大学校神戸校(以下,本校とする)は,港湾
流通科と港湾技術科の2学科を有し,港湾および物
流業界のニーズに即した人材を育成している。
本校の港湾流通科では,貿易実務,港湾管理,港
湾情報の3つを柱としたカリキュラムを構成し,学
生に貿易実務検定や通関士などの資格取得を目標と
させている。港湾技術科では,物流技術,物流管理,
物流情報の3つを柱としたカリキュラムを構成し,
学生にフォークリフト運転技能講習やクレーン運転
士などのオペレーター技能資格取得を目標とさせて
いる。
このように,本校をはじめポリテクカレッジの教
育内容は,特定の職業や産業への入職を前提として
いる。したがって,ポリテクカレッジでは,学生の
知識・技能の習得・向上を図ると共に,入職に向け
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たキャリア意識の醸成が肝要である。 これまでポリ
テクカレッジにおける学生のキャリア開発について
は,例えば,現在の若者を取り巻く状況と学生の社
会認識について検討した中嶋(2007)の研究1)や田中・
野田ら(2007)による専門課程学生に対するキャリア
形成支援セミナーの実践2)など,入職支援に向けた
具体的な取り組みがなされている。
.
しかし,本校の場合,入学してくる学生は,必ず
しも港湾・物流業界への入職を目指すという官的意
識を有している訳ではない。 そのため,授業内容に
興味が持てず,学習に消極的な態度を呈する学生が
多い。短大での学習内容を理解する上で,高校まで
の学習内容の理解度が重要な役割を果たすことは,
高校までの教育の連続性から容易に想像される。 ま
た,情意的な反応として,学生が短大での教育内容
に関連して,自己のこれまでの学習経験(直近では,
高校在籍時の学習経験)に有用性を感じることは,
キャリア発達の連続性という観点から重要な要因の
一つであると考えられるoその意味では,ポリテク
カレッジにおける教育課程と産業界との関連性とい
う視点のみからではなく,高校とポリテクカレッジ
との関連性にも目を向けたキャリア開発支援が求め
られているといえる。
しかし,これまでのところ,ポリテクカレッジに
おける学生が感じる高校在籍時の学習に対する有用
感に焦点を当てた先行研究は,筆者の知る限り,定
かではない。そこで,本研究では,港湾短期大学校
の学生を対象に,高校在籍時の学習に対する有用感
を調査し,今後のキャリア開発支援に向けた課題を
把握することとした。 具体的には,出身高校の学科
種別,高校在籍時に興味を持った科目や得意科目と,
短大で習得したい学習内容との関連性について検討した。
2. 方法
2.1銅査対象
珊査対象は,港湾短期大学校神戸校の港湾流通科
の学生計36名(1年生男子22名,女子1名,計23名。
2年生男子10名,女子3名,計13名),港湾技術科の
学生計42名(1年生男子22名,女子0名,計22名。2
年生男子19名,女子1名,計20名)とした。
2.2質問項目
調査では,①出身高校の学科種別,②高校在籍時
の得意科目,③短大における高校学習の有用感,④
短大で習得したい内容の4項目を設定した。 ①では,
「普通科」,「総合学科」,「工業系」,「商業系」,「定
時制」,「通信制」,「その他」より1項目を選択,②
では「匡I語」,「数学」,「英語」,「体育」,「美術」,
「音楽」,「専門科目(工業・商業)」,「情報」,「社会
系科目(地理,歴史,政治,経済)」,「理科系科目
(物理,化学,生物,地学)」より複数選択可,③で
は「大変役立っている」,「まあまあ役立っている」,
「どちらともいえない」,「あまり役立っていない」,
「まったく役立っていない」より1項目を選択,④で
は「貿易関連科目」,「物流関連科目」,「情報関連科
目」,「運転関連科目」,「制御関連科目」より2項目
を選択して回答させた。
2.3分析の手続き
まず調査対象者の状況を把握するために,各項目
について学科・学年別に単純集計を行った。 次に,
出身高校学科種別と短大における高校での学習の有
用感との関連性,高校在籍時の得意科目と短大にお
ける高校での学習の有用感との関連性,短大で習得
したい内容と短大における高校での学習の有用感と
の関連性についてそれぞれクロス集計を行った。
3. 結果と考察
3.1調査対象者の状況
調査の結果,有効回答は,港湾流通科の学生計35
名(1年生22名,2年生13名),港湾技術科の学生計3
8名(1年生19名,2年生19名)であった。全体の有
効回答率は,93.6%であった。
(1)出身高校の学科種別
調査対象者の出身高校の学科種別を集計し,表1
に示す。その結果,港湾流通科では77.1%,港湾技
術科68.4%が普通科であり,両科とも普通科出身者
が中心となっている。 総合学科と工業科,商業科な
どの専門学科出身者は,港湾流通科で20.0%,港湾
技術科で21.156であった。全日制以外の定時制,通
信制出身者は,港湾流通科で2.9%,港湾技術科で10.
5%であった。
(2)高校在籍時の得意科目
高校在籍時の得意科目の集計を表2に示す。 その
結果,両学科ともに「体育」を選択した学生が最も
多く,港湾流通科では42.9%,港湾技術科では63.2%
であった。しかし,その頻度は極端に減衰するもの
の,港湾流通科では「社会科」34.3%,港湾技術科
では「数学」23.7%が続いた。これらの実態を持つ
学生の傾向として以下の分析を進めた。
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表1出身高校の学科種別
港湾流通科
(n=35)
総合学科9.1%0.0%
工業科4.5%215.4%
商業科9.1%0.0%
定時制0.0%0.0%
通信制4.5%0.0%
5.7%
8.6%
5.7%
0.0%
2.9%
%は,地学紬品数。 別品蛸0
4&品。
対+Oi船0.0%0.0%
在籍学科出身学科
M
港湾技術科
(n=38)
Ewmm引
工業科
商業科
定時制
通信制
その他
1473.7%
0.0%
15.8%
0.0%
5.3%
5.3%
0.0%
1263.2%2668.4%
10.5%5.3%
10.5%13.2%
5.3%2.6%
10.5%7.9%
0.0%2.6%
0.0%0.0%
%は,当該学科の当該学年における調査対象者に対する割合
表2高校在籍時の得意科目
港湾流通科
数学
英語
体育
美術
(∩=35)音楽
専門
情報
社会
・Mil別
6
4I
26
0
36
2
27.3%
1 8.2%
50.0%
9.1%
27.3%
0.0%
13.6%
27.3%
9.1%
7.7%
23.1%
30.8%
7.7%
15.4%
7.7%
7.7%
46.2%
7.7%
7
7
15
3
81
4
12
3
20.0%
20.0%
42.9%
8.6%
22.9%
2.9%
11.4%
34.3%
8.6%
在籍学科得意科目
数学
英語
体育
港湾技術料美術
(∩=38)音楽
専門
情報
ネ士会
一理科
1 5.8%
21.1%
1 0.5%
12 63.2% 1 2
15.8%615.8%
26.3%923.7%
10.5%10.5%
63.2%2463.2%
0.0%10.5%5.3%
5.3%15.8%10.5%
15.8%
5.3%
1 5.8%
0 0.0%
0.0%7.9%
15.8%10.5%
15.8%15.8%
5.3% 2.6%
3.2短大における高校在籍時の学習に対する有用感
(1)出身高校の学科種別の影響
短大における高校在籍時の学習に対する有用感を
集計した。その結果,5段階尺度において港湾流通
科では全体の平均が2.60(SD=1.29),港湾技術科
では全体の平均が2.68(SD=1.19)となり,学科間
に顕著な差はなかった。
出身高校の学科種別と有用感との関連性を検討す
るために,普通科出身者と専門学科出身者の間で有
用感の平均値を比較した(表3)0その結果,出身高
校の学科種別において有意な主効果が認められ,専
門学科出身者の有用感が普通科出身者に比べ有意に
高くなった(F(l,69)-9.204pく.01),
これは,工業科や商業科などでの学習内容が短大
での専門科目へ発展的につながることにより,学生
がその有用感を感じやすいのではないかと考えられ
る。但し,本検定では群間の学生数に大きな差が生
じているため,この傾向については,今後の追試が
必要である。
(2)高校在籍時の得意科目の影響
高校在籍時の得意科目と有用感との関連性を検討
するために,得意科目を文系科目(国語,英語,社
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表3高校在籍時の学科種別と学習の有用感との関連性
WEsm印主禦田南ESSEa臆I ^1 I平均値標準偏差
・ロ′、況通串
港湾技術科
港湾流通科
i巷:技術斗
喜通科
専門学科
門rg科
282.391.23
302.471.14
3.431.27
3.501.07
※日通不利ま日I、正目、 I、R言l己む
※専門学科は総合学科、工業科、商業科を含む
表4高校在韓時の得意科目と学習の有用感との関連性
mnsi圭 群間の差の検定
i巷湾流過料21 2.86 1.35 14 2.21 1.12 tォ1.45 df=33 ns
i巷湾技術科14 2.86 1.23 24 2.58 1.18 t=0.67 df=36 ns
文系科目には、国語、英語、社会を含む
理系科目 人数平均値S.D. 人数平均値S.D. 群間の差の検定
港湾流通科12 3.08 1.24 23 2.35 1.27 t=1.59 df=33 ns
港湾技術科12 2.92 1.44 26 2.58 1.06 t=0.79 df=36 ns
理系科目には、数学、理科、情朝を含む
平
望軒配ま、妄轟、真ioi罰、1.91 34 2.71 1.12 t=0.32 df=36ns
完等芽S.
D.
1.40
官軍群宇;.
D.
*?
.
27t=1. 0
1の芸票。
港湾技術科242.831.20142.431.16t=0.98df=36ns
表5学生が短大で習得したいと考える学習内容
在籍学科内容
i巷湾流過料
(∩=35
貿易
物流
情報
運転
制御
1463.6%753.8%2160.0%
4.5%430.8%514.3%
1150.0%69.2%2057.1%
1150.0%430.8%1542.9%
4.5%0.0%2.9%
%は,当該学科の当該学年における調査対象者に対する割合
1ロn=19ロn=191n=38舗学科芸芸車†L‖%
5.3%車†l‖=.
蕊%軒%
7 9
港湾技術科 物流47.4%15.8%1231.6%
情報10.5%10.5%10.5%
(n-38)運転1789.5%1578.9%3284.2%
%は,地学細雪鮎年。
bOけるdぷ芸者。 対‡る酷0.0%0.0%
会),理系科目(数学,理科,情報),芸術科目(音
楽,美術),体育科目(保健体育)の4類型に大別し,
それぞれの得意群と不得意群の間で有用感の平均値
を比較した(表4)0 但し,専門科目については回
答者数が少なかったため,分析から除外した。 その
結果,いずれの類型においても両学科ともに得意一
不得意群問には,有意な差は認められなかった。 こ
れは,上記(1)で示したとおり,普通科の出身者
においては,短大における学習の有用感との関連性
が希薄であるという傾向とよく一致している。
(3)学生が短大で習得したいと考える学習内容の影響
学生が短大で習得したいと考える学習内容を集計
した(表5)0その結果,港湾流通科では「貿易」
(60.0%),「情報」(57.1%),「運転」(42.9%)が上位
3項目であった。一方,港湾技術科では,「運転」(8
4.2%),「物流」(31.6%),「情報」(10.5%)の上位3
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表6学生が短大で習得したいと考える学習内容と有用感との関連性
港湾流通科 辛 群間の差の検定
212.571.47
202.701.38
152.401.12
142.64
152.47
202.75
1.01t=0.151df=33
1.19t=0.502df=33
1.41t=0.769df=33
nS
nS
nS
港湾技術科 人数平均値S.D. 人数平均値S.D. 群間の差の検定
物流12
・,d票26
*p<。 .
01
3.25 1.14
2.42 1.06く
262.421.14
4.000.63
t=2.031 df=36
t=3.399 df=30 …
項目となった。学科間の差について独立性の検定を
行ったところ,「貿易」(z2(l)-22.41.p<.01),「情
報」(x2(l)-17.94.p<.01)については港湾技術科
よりも港湾流通科の方が有意に多くなった。また,
「運転」(*2(1)-13.58.p<.01)については港湾流通
科よりも港湾技術科の方が有意に多くなった。
学生が短大で習得したい学習内容と有用感との関
連性を検討するために,各学科における回答率30%
以上の学習内容を選択し,当該学習内容の習得希望
の有無別に,有用感の平均値を比較した(表6)。そ
の結果,港湾流通科では,いずれの項目においても
群間に有意な差は認められなかった。一方,港湾技
術科では,「物流」を習得したいと考えている学生
の方が,高校在籍時の学習に対して有用感を強く感
じている傾向が認められた(t(36)-2.031,pく05)。し
かし,「運転」を習得したいと考えている学生では,
逆に高校在籍時の学習に対して有用感が減衰する傾
向が認められた(t(30)-3.399,p<.01)c
これらのことから,港湾流通科の学生が,専門科
目である「貿易」や「(港湾)情報」などの科目と
高校での普通科目との間に内容的な関連性を見出せ
ていないことが危倶されるQまた,港湾技術科の8
割以上の学生が希望する「運転」科目については,
むしろ高校在籍時に適切な「学びの意義」を見出せ
ていない学生が,「運転」のように極めて実務的か
つ実践的な内容に興味・関心を示しているのではな
いかと考えられる。
4. まとめと今後の課題
以上,本研究では,ポリテクカレッジにおける学
生の高校在籍時の学習に対する有用感を調査した。
その結果,本調査の条件内で以下の傾向が認められ
m1)工業科や商業科など,専門学科の出身者の方が,
普通科の出身者に比べて,高校在籍時の学習に
対する有用感を持ちやすい傾向が示唆された。
2)また,普通科に設置されているいずれの科目に
対する得意一不得意意識も,高校在籍時の学習
に対する有用感には,影響を及ぼしていないこ
とが示された。
3)一方,港湾技術科においては,短大で「物流」科
目の内容を習得したいと考える学生では,・高校
在籍時の学習に対する有用感を強く感じる傾向
が認められた。
4)しかし,「運転」科目の内容を習得したいと考え
る学生では,反対に高校在籍時の学習に対する
有由感が低い傾向が認められた。
これらの結果は,港湾短期大学校の学生を指導す
る上で考慮すべき特徴として,学生の実態を捉える
有用な資料となろう。
本来,「貿易」や「(港湾)情報」などの科目の内
容は,高校の社会科(公民科,地理科,歴史科)や情
報科などの内容を基礎とするものも多い。また,
「運転」科目の内容には,力学に関する数理的な事
項が含まれており,高校の数学科や理科(特に物理)
と関連している。このように考えれば,通常,短大
の学生は,高校在籍時の学習経験を基礎として,短
大での教育内容を習得していく必要がある。しかし,
本研究の結果からは,各学生が自然に両者の関連性
を見出し,自己の学習過程を自ら再構成することは
困難だといわざるを得ない。これには少なからず,
高校側,短大側の両者に問題があると考えられる。
高校側の問題としては,少なくともポリテクに入学
してくる生徒の範囲では,高校での授業が生徒の生
活やキャリアと結びっけられず、受動的な学習に止
まってい ことが指摘できよう。一方,短大側の問
題として,仮に学生が高校在籍時に「学びの意義」
を適切に見出せなくとも,短大での授業においてそ
れらを意味づけようと努力する必要がある。学生に
既有の知識や経験を十分に振り返らせ,その上に新
たな 内容を適切に関連づけながら理解させてい
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く授業の改善が必要と思われる。
前述したように,従来,ポリテクにおける学生の
キャリア発達支援は,ポリテクから入職に至るプロ
セスに対する手立てが中心であった。 しかし,本研
究の結果からは,高大の連携を通して,ポリテク入
学時のキャリア意識の基礎を適切に培うことの重要
性が指摘できよう。 すなわち,学生が自己の学習経
験を肯定的に受け止め,それが短大での学習を通し
てより発展することによって,将来への展望と自己
のポテンシャルへの効力感を育むことが重要だと思
われる。
しかし,本研究では,「学習の有用性」という観
点からのみ,この問題について検討している。 した
がって今後は,学生のキャリア成熟度等の指標を用
いて,より具体的に学生の意識を検討する必要があ
る。また,自己効力や自己概念の形成といった側面
の検討も,極めて重要だと思われる。 その上で,高
校-ポリテク一入職という連続性の中で,学生のキャ
リア発達を支援する方策を具体化しなければならな
い。これらについては,今後の課題とする。
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